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日本キヤリア、インバータ駆動の水冷チラーおよび熱回収水冷チラーの受注開始 

～軽量かつコンパクト。日本市場でのベストセラー「USXシリーズ」の系譜を受け継ぐ新モデル～ 

 

日本キヤリア株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：丸山峰生）は、このたび新製品として、イン
バータ駆動の水冷チラーおよび熱回収水冷チラーの受注を開始いたしました。本製品は、モジュールチラーとして日本
市場をリードする当社のユニバーサルスマート X（USX）®シリーズで培った高機能技術を取り入れつつ、R32 冷媒
対応のインバータ・DC トリプルロータリーコンプレッサを搭載。軽量かつコンパクトなサイズで、施工性向上を実現しま
す。 

 

当社は、気候変動やエネルギーといった問題に対するインテリジェントなソリューション提供で世界をリードする Carrier 

Global Corporation (NYSE:CARR)の日本法人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、気候変動の激甚化への対応、カーボンニュートラルへの取り組み、環境負荷の低い冷媒採用など、SDGs

（持続可能な開発目標）の実現に向け、施設全体におけるエネルギー消費で大きな割合を占める熱源設備に対
する省エネ性能の向上への要望は一層高まっております。また、施工・サービス面における人手不足から省人化の需
要も高まり、多様な社会課題への対応が急務となっています。こうした背景から、当社では本製品において環境配慮、
安全設計、大容量化、施工性、リスク分散、サービス性などの多角的視点からの開発に注力し、より充実した熱源
製品ラインナップをお届けすることで、お客様の課題解決に努めています。 

 

このような環境で、新製品は以下のような特筆すべき特長を備えております。 

 

軽量設計による施工性向上：2025 年デマンドサイドマネジメント表彰で最高賞に輝いた当社のモジュールチラー
「USX FIT」と同様に、R32冷媒対応のインバータ・DC トリプルロータリーコンプレッサを搭載。業界同等製品中、最軽量
レベルの重量と最小レベルの据付面積（当社調べ）により、エレベーターでの搬入が容易で施工性が大幅に向上しました。 

省エネ性とコンパクトさの両立：トリプルロータリー圧縮機の採用により、省エネ性アップと 50HP(*1)までの能力アップ
を一挙に実現。１モジュール（30HP）から 16 モジュール連結（800HP）まで幅広い能力帯をカバーし、多種多
様な用途に採用可能となりました。旧チリングユニットからの入れ替えはもちろんのこと、吸収式冷凍機やターボ冷凍
機からの入れ替えなどのリニューアルにも最適です。 

環境負荷低減: 低 GWP 冷媒 R32 を採用するとともに、微燃性冷媒対応のためのガイドライン（GL-17）にも準
拠した設計でお客様に安全と安心をお届けします。また、塗装レスの外装で揮発性有機化合物（VOC）使用量
を大幅削減しました。 

https://www.toshiba-carrier.co.jp/index_j.htm
https://www.toshiba-carrier.co.jp/news/press/25060402/
https://www.toshiba-carrier.co.jp/news/press/25060402/


高調波抑制対策：アクティブフィルターなどの別途設置が必要とされる高調波対策ですが、PWM コンバータを標準
搭載することで高調波を抑制。追加対策を不要としました。 

水温域の拡大と安定かつ高精度の温度調節：冷水設定温度域が拡大して 3°C~30°C となり、製造現場では従
来からの自動車関連、機械、電子部品などに加え、食品や化学薬品など幅広い用途において採用が可能に。また
インバータ圧縮機採用で最適な水温設定制御を行うことで、安定かつ高精度の運転を実現します。 

リスク分散とサービス性の向上：冷凍サイクルを細分化によりリスク分散を実現。トラブル発生時にはモジュールを切
り離し、圧縮機単体での交換が可能です。 

遠隔監視で安心運転：「Abound HVAC Performance」にご契約頂くことにより、24時間 365日遠隔監視で安
心運転が可能に。冷媒漏えいを自動的に検知し、ユーザー管理者にメールでお知らせすることで、冷媒漏えいを早
期に察知できます。 

変流量制御でさらに省エネ（特注対応）：供給水や熱源水のための外部ポンプ制御端子を有し、流量制御によ
る搬送動力の削減が可能。また、水回路の各センサーをモジュールコントローラー（MC）内に取り込んだデザインは、
設計側の負担を軽減し省工事にも繋がります。 
 

日本キヤリア代表取締役社長 丸山峰生は、以下のようにコメントしています。「本製品では、当社の強みであるモジ
ュールチラーの技術を存分に生かして従来の水冷チラー製品を大幅にアップデートしながら、環境性能・安全性・施工
性・保守性といった多面的な価値を高次元で融合させた製品です。日本キヤリアは、今後も引き続き現場で働く皆
様の声に耳を傾け、実際の課題に寄り添いながら真に求められる価値を形にしていくとともに、社会課題の解決に貢
献する製品づくりを通じて持続可能な未来の実現に向けて歩みを進めてまいります。」 
 

 

日本キヤリアについて 

日本キヤリアは、エネルギー効率に優れた製品を統合したサステナブルなソリューションを家庭用、店舗・ビル用、工場
用途としてお客様に提供しています。日本キヤリアは、快適で安全、持続可能な暮らしのためのイノベーションに尽力
し、気候変動やエネルギーといった問題に対応するインテリジェントなソリューション提供で世界をリードする Carrier 

Global Corporation (NYSE: CARR)の日本法人です。 

 

(1*)水冷インバータチラーのみ。熱回収水冷インバータチラーは最大 40HP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者様からのお問い合わせ先 

日本キヤリア株式会社 広報室 

Mail: mikiko.katou1@carrier.com 

 

お客様からのお問合せ先 

日本キヤリア株式会社 空調事業本部 戦略企画部 

Mail:CJC_HVAC_business@carrier.com 

mailto:mikiko.katou1@carrier.com
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